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令和７年７月吉日 

区市町村立中学校長    様 

東京都立学校長       様 

英語科担当          様  

東京都中学校教育研究会 

会長 本杉 貴保（練馬区立練馬中学校） 

東京都中学校英語教育研究会 

会長 平岡 栄一（葛飾区立常盤中学校長）  

 

令和７年度・第 7８回英語学芸大会（オンライン開催）実施要項 
 

１ 開催（申込）期間 

（1） 令和７年１０月１日（水） ～ 令和７年１１月７日（金） 

（2） 審査発表 令和７年１２月１２日（金）予定 

  

２ ホームページ 

   令和７年度・第７８回英語学芸大会公式ホームページはこちらです。 

    ※ ブラウザはGoogle や Google Chromeをお使いください。 

    ※ URL：「https://sites.google.com/view/eigo-gakugeitaikai-2025?usp=sharing」 

 

３ 開催方式 

   ビデオ審査方式 

    ※ 録画した動画データを英語学芸大会公式ホームページ上のGoogle Forms へご提出いただきます。 

 

４ 目 的 

（１） 英語によるスピーキング、プレイやパフォーマンスを通して、日頃の学習の成果を発表することで、互

いに楽しく、意欲的にコミュニケーションを図ろうとする態度を身に付ける。 

（２） 海外からの帰国生徒においても海外で身に付けた語学力や体験を発表して、一層自らの向上に努め

るとともに、他と協力して国際理解、国際親善、国際貢献の推進に向けた行動力を養う。 

 

５ 主 催 

   東京都中学校英語教育研究会（担当 事業部） 

 

６ 会 場 

   ビデオ審査のため会場はなし。 

 

７ 参加種目 

 （１） Speaking の部  

・ 制限時間は２分間とする。主催者によるテーマの指定はなしとする。  

・ ビデオ編集は不可とする。 

・ 動画はワンテイク（in one take / 通し録画）で作成する。 

・ 参加作品のうち、1 位、2位、3位を表彰する。 

公式 HP はこちら 
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・ 英語、内容、態度を各 10点満点、最高30点で審査する。（得点は非公表） 

・ 審査員にはAI による審査を導入する。（評価項目は英語の「正確さ（発音・イントネーション」） 

・ 参加対象者は、次のAかBの自己申告による。 

 A： スタンダードコース 

（公財）日本英語検定協会 3 級相当以下のレベル、CEFR：A1 レベル、TOEIC:320～

４００点、GTEC:270～689 点 

 B： アドバンストコース 

（公財）日本英語検定協会準 2 級相当以上のレベル、CEFR：A1～A2 レベル、

TOEIC:3８５～５５０点、GTEC:６８０～９２０点 

※ 表彰はA、Bのそれぞれにおいて行なわれます。 

・スクリプト（原稿）を見ずにスピーチを行うこと。（減点対象になる可能性があります） 

 

（2） Play の部  

・ 制限時間は5分間とする。主催者によるテーマの指定はなしとする。 

・ ビデオ編集は可とする。但し、編集技術等は審査対象としない。 

・ 参加校のうち、1位、2位、3位を表彰する。 

・ 通常のPlay の一部分のみを演ずる等により制限時間内に収める。 

・ 英語、内容、態度を各 10点満点、最高30点で審査する。（得点は非公表） 

 

（3） Performance の部  

・ 制限時間は2分間とする。 

・ ビデオ編集は可とする。但し、編集技術等は審査対象としない。 

・ 順位付けは行わない。（HP にデジタル参加証を掲載する。） 

・ Speaking の部、Play の部でないものは全てPerformance の部として扱う。 

・ 内容は、例えば、プレゼンテーションや朗読、英語による歌、落語、漫才、DJ、スキット等、生徒の学習

意欲や英語コミュニケーション能力の向上に資するもの、とする。 

・ 人数の規定はなし。1名でも複数名でも、学年全員、全校生徒でも、教員等参加も可とする。 

※ 自由な発想、着想で内容、形態等を工夫して下さい。 

 

８ 参加申込等 

   Speaking の部及びPlay の部へのエントリーと Performance の部へのエントリーは別々に行う。 

・ Speaking の部と Play の部については、各校の代表として合計３エントリーを目安とする。 

ただし、Speaking の部においては１人１エントリーとし、Play の部は各校 1エントリーとする。 

・ Performance の部は、各校の代表が最大１０程度のまでエントリーすることが可能とする。 

【参加申込の例（数字は作品数）】 

学校が、Speaking を２、Play を 1、Performance を 10 →OK 

          Speaking を３、Performance を８ →OK 

          Play を 2、Speaking を 1、Performance を 5 →NG（Playが２つのため） 

生徒Aが、Speaking に１、Play に１、Performance に１ →OK 
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Speaking に２ →NG 

※ 各地区での代表ではなく、各校の代表です。各地区での大会や発表会等の開催の有無やその結

果に関係なく、各校及び生徒が各自で申し込むことが可能です。 

※ 12 月 26日の集合開催とは方法が異なるため、両大会に参加することが可能です。 

９ 参加費用 

参加費の徴収はなし。 

  

１０ 表彰 

（１） Speaking の部 

 参加作品のうち、1 位、2位、3位を表彰する。 

 グループA、グループ Bそれぞれにおいて表彰する。 

（２） Play の部 

 参加校のうち、1位、2位、3位を表彰する。 

（３） Performance の部 

 順位付けは行わない。取組に対してデジタル参加証を授与する。（HP より各自印刷） 

 

１１ 事前準備・その他 

（１） 申込みはホームページに掲載されているGoogle Forms に入力する。 

・学校番号、学校名、校長名、担当教員名、作品名、発表者氏名、校長の承認等を入力する。 

・動画をアップロードする。ファイルサイズは、2 分の動画で最大 500MB、5 分の動画で最大１GB まで

とする。（動画はmp4、AVI、MOVに対応）また、スクリプトを PDF形式によりアップロードする。 

（２） 同一の申込みを重複して行うことは禁止する。 

（３） 英語学芸大会に係る情報は、「東京都中学校英語教育研究会・英語学芸大会」専用 HP ホームページ

等に掲載する。（集合開催用のHPはございません。） 

（４） 結果発表や表彰状のフォーマット等は同ホームページ上に掲載する。表彰状は各校でダウンロードして

利用する。 

（５） 優秀作品については学校名、作品、発表者氏名、指導者名等を同ホームページ及び東京都中学校英語

教育研究会報等に掲載する。また、東京都教育委員会との連携により、同ホームページについて広く都

民に周知する。なお、ホームページに作品を掲載する場合には、関係者の許諾を得られたものに限定す

る。 

（６） 特に優秀な作品等について、東京都における中学校英語教育の発展に生かすため、東京都中学校英語

教育研究会での教員向け研修（集合開催またはオンライン開催）における活用を検討する。 

※ 応募の時点で活用について確認させていただくとともに、審査発表後に別途ご相談をさせていた

だきます。多くのご協力がいただければ幸いです。 

※ 上記（５）（６）を踏まえて、各学校にて、本人や保護者の了解をお取りいただきますようお願い致し

ます。ご提出いただいた作品は、上記の目的のみに使用し、令和７年６月末までに本研究会にて消

去します。 
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【担当】        
東京都中学校英語教育研究会                   
事業部長 稲葉 高広       
町田市立成瀬台中学校     
〒194-0043 町田市成瀬台2丁目 5 番地 1号 
電話 ０４２―７２８－６０３０  
FAX ０４２－７２１－４４８９  
j-narusedai-vp@gs.machida-tky.ed.jp 


